
３
今
後

検
討

す
べ

き
改

善
方

策
１
．
法

科
大

学
院

教
育

の
成

果
の

積
極

的
な
発

信

司
法

制
度

改
革

に
基

づ
く
新

し
い
法

曹
養

成
制

度
は

、
真

に
国

民
の

期
待

と
信

頼
に
応

え
る
法

曹
を
養

成
し
、
司

法
制

度
の

人
的

基
盤

を
質

・
量

と
も
に
充

実
さ
せ

る
こ
と
を
目

指
す
も
の

で
あ
る
。

そ
の

中
核

的
機

関
と
し
て
の

法
科

大
学

院
の

今
後

の
見

直
し
に
当

た
っ
て
は

、
後

記
「
2
．
」
の

と
お
り
、
重

大
な
問

題
意

識
を
持

っ
て
、

課
題

を
抱

え
る
法

科
大

学
院

の
改

善
方

策
を
迅

速
に
実

施
し
て
い
く
こ
と
が

必
要

で
あ
る
こ
と
は

既
に
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

た
だ
し
、
法

曹
養

成
制

度
の

課
題

ば
か

り
が

過
度

に
強

調
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次

代
を
担

う
人

材
が

法
曹

へ
の

途
に
挑

戦
す
る
こ

と
を
躊

躇
す
る
よ
う
な
こ
と
が

仮
に
起

こ
る
と
す
る
な
ら
ば

、
司

法
制

度
の

人
的

基
盤

を
質

・
量

と
も
に
充

実
さ
せ

る
と
い
う
目

標
の

達
成

は
覚

束
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

し
た
が

っ
て
、
改

革
の

第
一

と
し
て
ま
ず
取

り
組

む
べ

き
こ
と
は

、
各

法
科

大
学

院
に
お
い
て
、
司

法
制

度
改

革
の

理
念

に
基

づ
く
法

科
大

学
院

教
育

の
優

れ
た
成

果
を
広

く
社

会
に
積

極
的

に
発

信
し
、
社

会
の

理
解

と
信

頼
を
得

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

〔
中

略
〕

同
時

に
、
各

法
科

大
学

院
に
お
い
て
は

、
率

先
し
て
修

了
者

の
進

路
状

況
の

正
確

な
把

握
と
充

実
し
た
就

職
支

援
策

を
進

め
、
そ
れ

ら
の

結
果

と
し
て
、
法

科
大

学
院

教
育

の
成

果
で
あ
る
「
法

務
博

士
（
専

門
職

）
」
の

存
在

が
社

会
に
広

く
認

知
さ
れ

る
こ
と
を
目

指
す
こ
と

が
強

く
期

待
さ
れ

る
。

ま
た
、
文

部
科

学
省

に
お
い
て
は

、
法

科
大

学
院

修
了

者
が

専
門

的
な
法

的
知

識
や

考
え
方

を
身

に
付

け
た
有

為
な
人

材
と
し
て
広

く
社

会
で
活

躍
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
た
め
、
修

了
者

の
進

路
状

況
の

よ
り
正

確
な
把

握
や

就
職

支
援

の
充

実
方

策
の

検
討

が
必

要
で

あ
る
。

併
せ

て
、
法

科
大

学
院

が
社

会
で
適

切
に
評

価
さ
れ

て
い
く
環

境
を
整

え
る
た
め
に
、
文

部
科

学
省

に
お
い
て
も
、
法

科
大

学
院

協
会

と
協

力
し
な
が

ら
、
法

科
大

学
院

教
育

の
現

状
や

学
生

が
置

か
れ

て
い
る
学

習
環

境
や

経
済

状
況

な
ど
の

実
態

に
つ
い
て
、
よ
り
き
め

細
か

く
把

握
し
、
発

信
し
、
必

要
な
改

善
方

策
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。

「
法
科

大
学
院
教
育
の
更
な
る
充
実
に
向
け
た
改
善
方
策
に
つ
い
て
（
提
言
）
」
（
抜
粋
）

（
平

成
2
4
年

7
月

1
9
日

中
央

教
育

審
議

会
大

学
分

科
会

法
科

大
学

院
特

別
委

員
会

）

上
記
の
中
央
教
育
審
議
会
提
言
等
も
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
法
科
大
学
院
修
了
者
の
進

路
に
関
す
る
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
等
を
通
じ
、
法
科
大
学
院
修
了
者
の
進
路
状
況
の
よ
り
正
確
な
把
握

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
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大
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法
科

大
学

院
修

了
者

の
進

路
の

状
況

に
つ

い
て

（
平

成
24

年
10

月
末

時
点

）

修
了
者
数

司
法
試
験

合
格

就
職

前
職

と
同

じ
又
は
継
続

進
学

司
法
試
験

受
験
勉
強
中

そ
の
他

不
明

平
成

１
７
年

度
修

了
者

（
修
了
後
８
年
目
）

2,
17

6 
1,

54
4 

71
.0

%
13

9 
6.

4%
10

 
0.

5%
7 

0.
3%

0 
0.

0%
6 

0.
3%

47
0 

21
.6

%

平
成

１
８
年

度
修

了
者

（
修
了
後
７
年
目
）

4,
41

8 
2,

19
5 

49
.7

%
47

9 
10

.8
%

88
 

2.
0%

19
 

0.
4%

0 
0.

0%
75

 
1.

7%
1,

56
2 

35
.4

%

平
成

１
９
年

度
修

了
者

（
修
了
後
６
年
目
）

4,
91

1 
2,

27
4 

46
.3

%
50

8 
10

.3
%

12
6 

2.
6%

18
 

0.
4%

46
 

0.
9%

41
 

0.
8%

1,
89

8 
38

.6
%

平
成

２
０
年

度
修

了
者

（
修
了
後
５
年
目
）

4,
99

4 
2,

29
9 

46
.0

%
39

6 
7.

9%
14

6 
2.

9%
7 

0.
1%

65
2 

13
.1

%
35

 
0.

7%
1,

45
9 

29
.2

%

平
成

２
１
年

度
修

了
者

（
修
了
後
４
年
目
）

4,
79

2 
2,

11
6 

44
.2

%
22

5 
4.

7%
93

 
1.

9%
11

 
0.

2%
85

1 
17

.8
%

33
 

0.
7%

1,
46

3 
30

.5
%

平
成

２
２
年

度
修

了
者

（
修
了
後
３
年
目
）

4,
53

5 
1,

71
4 

37
.8

%
12

0 
2.

6%
10

0 
2.

2%
4 

0.
1%

1,
25

8 
27

.7
%

19
 

0.
4%

1,
31

8 
29

.1
%

平
成

２
３
年

度
修

了
者

（
修
了
後
２
年
目
）

3,
93

7 
1,

02
7 

26
.1

%
65

 
1.

7%
99

 
2.

5%
4 

0.
1%

1,
49

1 
37

.9
%

15
 

0.
4%

1,
23

6 
31

.4
%

※
文

部
科
学

省
調

べ
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